
とくしゅきん

3 付加作業に対する手当 本米の峨務以外に業務を行なう

場合

4 損失補償を目的とした手当 煩失補償を必要とする場合

その後，時代の変透，職制の改正および作業jJ式の近代化等

に伴い ， 幾度かの改正が行なわれたが， 職務給との関連もあっ

て，各純子当の存続，廃止あ るいは1!i1))，立等 ， 紅l 々問題が更Q され

ている。特殊勤務手当の各額手当を列挙すれば， 次のとおり で

ある。

(1) エック ス線作業手当 各鉄退病院等に勤務するエックス

線技士が，診療ITI エックス線を人体に!照射する作業に従事L，

その箇所における月開業務対が， iJR準作業量:をこえた槻合に，

危険な特殊作業に従事 r る労苦に対し て支給 さ九 る。

(2) 小荷物荷~等作業手当 駅および 1' 1 動車営業所に勤務J­

I.J街扱掛等が， 手荷物 ・ 小荷物等の後卸 L. ま f、:土中継作業に

従事し，その箇所におけるflI同業務:wが， tV{ì襲業務t立をこえた

場合 fこ，業務最に応じて支給される。

(3) 貨物荷扱等作業手当 駅に勤務する 1't物関係の荷放掛，

立たはその他の職員が，貨物の般的1 L • ' ， 1" 継または 1'('11 の手羽Ii

入換等の作業に従事し， その箇所の月 I::J業務j誌が ， それぞれに

定められた僚準業務量をこえた地b ftに，業務 i止に応仁 て 支給 さ

れる。

(4) 列車荷扱作業手当 .tj!掌|メJこ勤務する荷扱併が，所属長

の指定するわ路に乗務し， 三FfJj物 ・ 小荷物 ・ 貨物等の積卸作業

;こ従事 した場合に支給される。

(5) 構内作業手当 月間業務i止が， .t~t~準業務置をこえる li車

場および駅iこ勤務する*構内作業掛， I地車fよ十，何事掛等が，連

結 ・転てつ ・ 操車および叩I!Iの作業に従事 した場合に，作業級

別 ・ 業務量に応じて支給されるの

(6) 踏切作業手当 * 路9'J保安掛が，所属長の指定する踏切J

道において ， 所定の作業に従事した場合に，列車!日|数および道

路交通量による指定区分に応 じて支給される。

(7) 運転掛兼務等手当 )JR.操車場およひイ百 ~}t晶に勤務する

職員のうち， ー定職群以下のものが，巡転掛，助役または予備

助役を兼務し，兼務の作業に従事した場合ならびに当務駅長ま

たは巡転掛の峨務代行者として代行業務に従，l~ した助合に ， .1:-, 

l立峨1)干の業務遂行に対するものとして支給される。

(8) 自動車運転手当 定の職l汗以 Fの職員が， "1 動車の運

転に従事した場合， 走行キロに比、じて支給される。

(9) 検修作業手当 機関区 ・ 谷氏率「え等車両i息地に勤務する

機関車鱗， 盤備掛等(検査1Mを除く)が，鉄道車両および 1 " 動車

の検修作業に従事した場合に，能率 I';J上を目的として， 業務1ま

に応じて支給される。

1I0) 後械区技工作業手当・電修場電気工作掛等作業手当・材

修場主主エ等作業手当・保歯車働械掛簿作業手当・操後区技工等作

業手当・発電区電気作業掛簿作業手当 機械区等に勤務する技

工等が， それぞれ憐械禄具等の検修作業に従事した場合に， 生

産能率の向上を 目 的として，名人の伎:tt . fìE率等に応、じて支給

される。

日 1 ) 炭水作業手当 機関区等に勤務する燃料掛，整備掛等が，

給炭水，石炭たきがら処置，重治i ・ 経 ìlllその他の取扱い等の作

業に従事した場合に， 保準作業並以上の箇所を対象として ， 業

務量に応じて支給される。

(11) 清掃作業手当 客貨車区 ・ 電車区および気動車区に勤務

する整備掛が， 客車 . :í'nr: ・ 気動車または電車の清掃作業に従

事した場合に，標準作業量以上の箇所を対象として，業務誌に

応じて支給される。

(13) 保守作業手当 1'*銀|禾 .1幾械軌道I!<: および電力院に勤務

する勢軌道術*電気作業併， 係電気持十等が， *Jj1~布空たは電車

線の保守f'1 業に従事したl品 fTに，線路または芯tj(線の作業量 ・

作業以償等に より ，情差をつけて支給される。

(14) 貨請等作業手当 市r，lf]工場・自動 1 1 ，0:工t品および印刷i品に

勤務するホ工作掛，印刷掛等が，氏自JJ作業・均てん作業または

'JJ' i務作業に従事した場fT ， ならび に ilIlilij 工場およ び 11 i]ì)J車工場

における動力車運転士， 持iIl}J JJ掛~1;が J 'lr j立の ('1 ';業に従 '1もした

J必イ干に， \主税制度に よ q て 支給される。

I ，~j生車両ユー!J~}の賃詰等作業手当は， I!iJ 治381 1・に係)fJ されて以

来，能率給として，他系統職員より低かった工ほ~ii('u' の ).~本給

を担n ヲものとして存続し てきたが，戦後の職階1M)立 ・ 峨 l昨制度

による給与体系の f;こあってLt. そのイ{ú，意義.支給方式等Lこ

なお nn:舗が多いと されているの

( 1 51 航送作業手当 さん橋治が cli絡船の '11 1;J;j航送の際に. ~~ 

締J:t のかげはず L 作菜に M~J1Ç し， 111準業務 111 を二とた似合 I こ，

l!Xt及 1ft(こ比、じて支給される c

(10) 防疫作業手当 伝染病 11、発生し， '(~ t,:_ li発咋ーするおモれ

の;1;，る場合において， Wliitが防 j'Hr Ji Iこ従 ~l~ した槻fT，病 i有 B 二

感染するおそれのあふイミ衛生，不十k江 l'r '~ .ζ X，t寸 ゐ M:t ，おと して

支給される。

1 17) 伝染病室作業手当 伝染病慌に勤務 J- る :n，~創世およ ，;: ~主

制Wf(2 級 ) ， rL;* I，内宅 ももっ鉄道病院に勤務 - 1' ゐ 病 f'll1克二iー なら

Jに耳n 係鉄道病院に勤務する医師およ びニ~ .;/グ λ紗、段上が.

伝!.(~州j心者のJl.1lf等感染の危険があゐf'1 菜に従 'li した場 fTに支

給される。ただし!司憾の制定趣旨にムる líJi低 f'1 業手当 とあわせ

て 主;給されないことに /ζ つずいる。

(18) ト ンネル内乗務作業手当 動力車采務以 および， こ九 ら

の折滋を行なう省が /!~A機関市に采務して . 1 γ 不 Jレの長さ ，

ょう円{!~:の条件により.指定された卜 γ 不ル|付合通過した均介

に，ばい何 ・熱気勢の ;;"J南に対して支給される 。

1 1叫 ト ンネル内作業手当 :. "/子ルの長さ， ニヲ 円~， j画風状

態等の作業$;l岐(é ).~準にして，指定されたト ゾ不ルの !Jì: 11 から

200m tl 七の抗 11'1 において . q班員が施.没の保守，改良等の作業

l二従事 した場合に，作業!)，'! J党に 上る Fどう〉およ C" k f'I' S創刊n ~ニ応

じて 支給される。

(却) ト ンネル掘さく作業手当 :r_ ' lゆりiを命ぜられた職員が，

トン午、ノレの抗日から 300 m 以上の坑内で l' :/ネノレ抗~1 さく作業

または ， をの耽併に従事した場合に， 作業の附難性，牒境のJ忍

さ ， およ乙戸危険制に対して支給される。

(21) 検査捧等作業手当 特定職鮮の検デモl'Jt *工作指導f卦，

*励 1Jm;草川，作業掛等が， -Jr:~rÎi およ び機械総共の倹修作業に

従事した場 fT ， ならび，二無線技術上または特殊無線伎術土の資

絡を もっ， fî~(妓術l.tf， *通1百倹査IK ， 骨 J凶 {i'~; 検tr:rJ'fが，極超短

波多'fII!車線装 ii"t' (8 , H , F , . U, H, F，)または dIi岸 holの無線装置の

保守{乍Xi.こ従事した場合，服務内谷ま たは特殊技能等に対ずる

ものと して文給される。

122) 便所保守作業手当 建築工手， ，在気掛等が1史!リ「の保守作

業に従事 したH/1合，不潔，不快な作業{C! J なう 'Jí' 持;こ対して支

給され る。

(泊) 圧搾空気内作業手当 職民が圧搾空気内作業または，そ

の監tわこ従事したi劫合，その特殊な作業の労者および心身の放

ツj に対して，気圧および'J~作業11寺聞に応じて点;給される。

(14) 潜水作業手当 職員が潟水作業または，その監倍に従事

した場合，その特殊な作業の危険性および労苦に対して，水圧

H よび'た作業l時 i首lに応じて支給される。


